
広
報

3
Main Contents

No.411

月 1日

音楽鑑賞会で合唱する安積黎明高校（２月６日）



広報にしごうNo.411　　Ｈ１7．　3．　１

　

日
本
の
生
活
習
慣
病
の
原
因
は
、
三
分
の
一
が
加
齢
、
三

分
の
一
が
栄
養
の
摂
り
す
ぎ
、
三
分
の
一
は
運
動
不
足
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
は
、
医
者
い
ら
ず
の
健

康
体
に
な
る
努
力
を
す
る
こ
と
、
そ
し
て
無
駄
な
医
療
費
を

極
力
使
わ
な
い
こ
と
に
尽
き
ま
す
。

　

村
で
は
、
毎
日
運
動
す
る
こ
と
、
健
康
な
食
生
活
を
維
持

し
健
康
な
体
を
つ
く
る
目
標
を
実
現
す
る
た
め
、
生
涯
健
康

づ
く
り
事
業
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

生
活
習
慣
病
を
防
ぐ
た
め
に

は
、
生
活
習
慣
を
見
直
し
規
則

正
し
い
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
確
立

す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
い
う

こ
と
か
ら
健
康
料
理
教
室
を
通
し

て
、
楽
し
く
健
康
に
過
ご
し
て
い

た
だ
け
る
こ
と
を
願
っ
て
毎
年
二

　

医
療
費
が
増
え
る
原
因
は
病

気
が
重
く
な
る
こ
と
、
多
受
診
や

頻
回
受
診
な
ど
で
す
。
こ
う
し
た

個
々
の
医
療
費
が
積
み
上
げ
ら
れ

て
医
療
費
が
増
え
、
結
果
的
に
国

保
税
が
高
負
担
と
し
て
家
計
に
重

く
の
し
か
か
り
ま
す
。

　
「
健
康
だ
」
と
思
っ
て
い
て
も
、

気
づ
か
ぬ
う
ち
に
病
気
が
じ
わ
じ

わ
と
進
行
し
て
い
た
り
、
暴
飲
暴

食
な
ど
体
に
と
っ
て
望
ま
し
く
な

い
日
々
の
積
み
重
ね
が
病
気
へ
と

発
展
す
る
わ
け
で
す
。
運
動
を
し

て
食
生
活
を
適
正
に
改
善
で
き
れ

ば
、
お
よ
そ
半
分
以
上
の
病
気
が

予
防
で
き
る
と
言
わ
れ
て
お
り
ま

す
。

　

村
で
は
、「
西
郷
村
健
康

二
十
一
計
画
」
を
策
定
し
て
平
成

十
五
年
度
か
ら
平
成
十
九
年
度
を

目
標
に
定
め
、
事
業
を
展
開
し
て

い
ま
す
。

　
「
西
郷
村
健
康
二
十
一
計
画
」

は
、「
げ
ん
き
い
き
い
き
西
郷
」

を
テ
ー
マ
と
し
て
育
児
不
安
の
解

消
に
向
け
た
保
護
者
の
支
援
や
健

康
に
対
す
る
セ
ル
フ
ケ
ア
能
力
の

向
上
な
ど
を
基
本
方
針
と
し
て
い

ま
す
が
、
そ
の
中
で
疾
病
に
な
ら

な
い
た
め
の
取
り
組
み
と
し
て
生

涯
を
通
じ
た
健
康
学
習
、
健
康
料

理
教
室
と
健
康
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の

事
業
が
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

平
成
十
二
年
度
か
ら
四
年
間

村
で
は
、
国
保
の
税
額
を
上
げ
な

い
で
運
営
が
で
き
ま
し
た
。
し
か

し
、
平
成
十
六
年
度
は
大
幅
な
値

上
げ
を
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
り
ま

し
た
。

　

そ
の
原
因
は
以
前
に
個
人
通
知

や
「
広
報
に
し
ご
う
」
で
お
知
ら

せ
し
ま
し
た
が
、
医
療
費
の
増
加

に
あ
り
ま
す
。
平
成
十
六
年
度
の

国
保
特
別
会
計
の
中
身
を
見
ま
す

と
課
税
額
四
億
五
千
万
円
に
対
し

歳
出
予
算
は
十
三
億
円
と
税
金
の

二
・
九
倍
の
医
療
費
等
を
使
っ
て

い
ま
す
。
国
の
補
助
金
や
交
付
金

が
あ
る
と
は
い
え
医
療
費
が
上
が

れ
ば
皆
さ
ん
の
負
担
額
も
上
が
り

ま
す
。

　

西
郷
村
の
シ
ン
ボ
ル
ス
ポ
ー
ツ
が
「
健
康
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
」
に
決

ま
り
ま
し
た
。
行
政
が
将
来
に
わ
た
っ
て
抱
え
る
最
大
の
テ
ー
マ
は

「
村
民
の
健
康
」
で
あ
り
、そ
の
具
体
的
な
対
策
は
「
運
動
と
食
生
活
」

に
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
運
動
の
日
常
化
と
体
質
の
改
善
を
テ
ー
マ
と
し
て
、
村

民
の
方
々
が
気
軽
に
参
加
で
き
る
「
健
康
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
」
を
提
案

し
、
今
後
の
事
業
を
展
開
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
健
康
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
指
導
者
養
成
講
座
を
開
催
い

た
し
ま
す
。
日
程
等
は
次
の
と
お
り
で
す
。

●
講
師　

福
島
県
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
協
会

　
　
　
　

会
長　

門
間　

孝
一
先
生

　
　
　
　

日
本
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
協
会

　
　
　
　

主
任
指
導
員　

　
　
　
　
　
　
　

松
本　

幸
夫
先
生

●
期
日

　
　
　
　

第
一
回　

二
月
二
十
七
日
㈰

　
　
　
　

第
二
回　

三
月
六
日
㈰　

　
　
　
　

第
三
回　

三
月
二
十
七
日
㈰

●
時
間　

　
　
　
　

午
後
一
時
三
十
分
〜

　
　
　
　
　
　
　

午
後
三
時
三
十
分

●
会
場　
　

西
郷
村
文
化
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
研
修
室

　

現
在
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
行
っ
て
い
る
村
民
の
み
な
さ
ん
、

こ
の
機
会
に
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
基
本
を
学
ん
で
は
い
か
が
で
す
か
？

“
決
定
”
西
郷
村
シ
ン
ボ
ル
ス
ポ
ー
ツ

　

名
称　
「
健
康
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
」

■
お
問
い
合
わ
せ　

生
涯
学
習
課
・
健
康
推
進
課

国
保
税
の
現
状

毎
日
の
積
み
重
ね
と

　
　
　
　

村
の
取
り
組
み

回
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

健
康
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
は
、
西

郷
村
ス
ポ
ー
ツ
振
興
審
議
会
で
平

成
十
七
年
一
月
二
十
五
日
に
答
申

さ
れ
、
村
の
シ
ン
ボ
ル
ス
ポ
ー
ツ

に
承
認
さ
れ
た
も
の
で
す
。
こ
れ

か
ら
指
導
者
育
成
や
コ
ー
ス
選
定

し
、
新
し
い
事
業
を
展
開
い
た
し

ま
す
。　

体
調
維
持
や
幅
広
い
年

齢
層
で
楽
し
め
る
生
涯
ス
ポ
ー
ツ

と
し
て
気
軽
に
参
加
く
だ
さ
い
。

「
食
」
へ
の
関
心
を
持
つ

　

健
康
料
理
教
室
は
、
二
月
十
六
日
〜
十
八
日
の
三
日
間
、
西
郷
村
保

健
福
祉
セ
ン
タ
ー
調
理
室
で
、
食
に
関
心
の
あ
る
計
六
十
名
を
対
象
に

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
実
習
は
、
牛
乳
・
乳
製
品
で
丈
夫
な
骨
づ
く
り
“
不
足
し

て
い
る
カ
ル
シ
ウ
ム
を
日
本
型
献
立
に
乳
製
品
を
上
手
に
取
り
入
れ
ま

し
ょ
う
”
を
テ
ー
マ
に
ス
キ
ム
ミ
ル
ク
入
り
豆
腐
ハ
ン
バ
ー
グ
、
チ
ー

ズ
入
り
か
き
た
ま
汁
、
小
松
菜
の
イ
タ
リ
ア
ン
ソ
テ
ー
、
切
り
干
し
大

根
の
チ
ー
ズ
の
り
酢
、
り
ん
ご
ケ
ー
キ
を
作
り
ま
し
た
。　

　

十
六
日
は
、
女
性
十
五
名
、
男
性
二
名
の
参
加
で
行
わ
れ
、
講
師
の

永
山
イ
ツ
子
先
生
か
ら
日
本
人
に
多
い
骨
粗
し
ょ
う
症
の
症
状
と
予
防

に
つ
い
て
、
改
善
に
は
食
生
活
か
ら
と
の
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。
一
番

の
方
法
は
食
生
活
の
見
直
し
で
す
。

　

参
加
者
は
、
普
段
の
料
理
で
も
一
工
夫
で
生
活
習
慣
病
を
改
善
で
き

る
こ
と
や
料
理
の
楽
し
さ
を
感
じ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
「
家
で
も
こ
の

メ
ニ
ュ
ー
を
作
っ
て
み
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

年度 国保医療費
介護サービス

給付費
計

平成 12年度 1,814 382 2,196
平成 13年度 1,803 531 2,334
平成 14年度 1,837 564 2,401
平成 15年度 1,978 606 2,584

西郷村の医療諸費
単位／百万円

健
康
に
食
べ
る
料
理
教
室

毎
日
の
食
事
と
運
動
が

健
康
な
体
を
つ
く
る

内
容　

美
し
く
、
快
適
に
歩
く
た
め
の
十
ポ
イ
ン
ト
等
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村
道
工
事

下
水
道
工
事

源
流
の
郷
自
然
観
察
会

（
地
域
づ
く
り
サ
ポ
ー
ト
事
業
）

第
16
回
ふ
く
し
ま

　

 

緑
の
百
景
歩
こ
う
会

　

   

熊
倉
地
区　

  　

      

　

   

ほ
場
整
備
事
業

　下水道工事は、皆さんの家庭から流れ出る台所やトイレか

らの汚水をまとめて処理し、河川や水路などをきれいな水にし

て、より快適な住環境整備を推進するために行われています。

　今年度も、公共下水道事業費が約５億 8,500 万円、路線延

長 5,132 ｍを整備し、追原地区農業集落排水事業が１億 9,200

万円、路線延長 1,007 ｍなどを整備完了し、４月１日から使

用開始となる予定です。

　平成 13 年度から整備している村道椙山嫁塚線（県道羽

鳥線～グリーンタウン～谷地中～椙山工業団地～ 289 号）

の工事が完成し、平成 17 年４月に供用開始となります。

今回新たに供用開始する延長は約 2,000 ｍです。

　平成 14 年３月に経営体育成基盤整備事業熊倉地区とし

て、受益面積 80．4 ㌶、全体総事業費 13 億 700 万円で

採択を受け、平成 15 年度から工事が着手されています。

　地域の活性化、人材の育成、地域間の交流等を目的とし

て、西郷山岳会を中心とした福島県山岳連盟県南支部の事

業に対して補助を行いました。

　甲子登山道標識設置をはじめ、春には当村の西の郷・新

甲子遊歩道の散策及び野鳥の会の協力により探鳥会を実施

しました。また、夏には阿武隈川源流の雄滝、雌滝の散策、

自然体験を行い、県内から多くの参加者があり大変好評を

得ることができました。さらに、那須甲子少年自然の家と

連携し、巣箱づくり及びその設置を県内外約 20 組の親子

に体験してもらいました。

　当村甲子地区において、福島民報社等との共催により行

われました。当日は県内外からおよそ 1,000 名の参加が

ありました。甲子高原の大自然を堪能し、コースの途中で

は建設中の甲子トンネルの見学会も併せて行い、普段見る

ことのできない工事の機械等が見られ、常連の参加者から

も「今までにない歩こう会でとても印象深い」との声も聞

かれました。

　平成 16年度に取り組んでいる 　　　主な事業を紹介します

　平成 12 年に中断していたクッキング教室が、今年度から

新たに始まりました。全 5 回のうち４回は諸橋純子先生に

よる教室で、その中の一回は男性のみの料理教室と題し、県

の広域連携講座として行われました。最後の一回は婦人会の

協力を得て西郷村に伝わる郷土料理をテーマに行いました。

地元でとれた食材を料理して食べるという、まさに “地産地

消” の事業となりました。

ク
ッ
キ
ン
グ
教
室

　平成 16 年度は、厳しい財政状況の中で、有効的に財源を各事業に配分し、経費全般
について削減を図るとともに、計画的・効率的な予算執行を行うよう努めました。
　なお、取り組んでいる主な事業は次のとおりです。

　学校週５日制対応事業として、村内の小学生を対象に那須

甲子少年自然の家で土器作りやそば打ちを体験したり、阿武

隈川源流の雄滝を散策し、ふるさと「西郷」を年間を通して

学んできました。

　地域の方々との交流や、学校以外の新しい友だち、親子の

ふれあいなど、活動を通してたくさんの体験をしました。

ふ
る
さ
と
探
検
隊

　文化活動推進事業は、郷土を知り郷土を愛する心を育て、

質の高い芸術文化や本物に触れる体験を通して人間性や社

会性を育てることを目的に事業を展開しました。

　① は西郷や白河で活躍する歴史研究家

や村の文化財保護委員など６名の講師を迎えて、９月から

12 月にかけて西郷村や白河地域の原始・古代から近代ま

での歴史についてご講話いただきました。中には村の指定

文化財をめぐるフィールドワークもあり、村内外から多数

の参加がありました。

　② は鈴々舎馬風師匠ほか、お弟子さん二

人を迎えて、古典落語や創作落語、そして馬風師匠の歌も

入るにぎやかな会となりました。実施日が１月 15 日とい

うこともあり、村民の初笑いの絶好の機会となりました。

　③ は２月６日に行われ、全日本合

唱コンクールで３年連続文部大臣奨励賞を受賞した郡山市

の安積黎明高校やＮＨＫ合唱コンクール西白河地区代表と

して県大会に出場した白河第一小学校を迎え、村内の小、

中学校の合唱部や有志で構成された合唱団が出演しまし

た。またお母さんコーラスグループであるコーラスにしご

うも出演し、音楽会の最後は西郷を題材とした歌である「源

流の里」を出演者全員と来場者で合唱し、まさに音楽の祭

典にふさわしい１日となりました。

文
化
活
動
推
進
事
業

③

①

②
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バス運行方面 バス運行日

第１方面
（虫笠、羽太、間の原方面）

４月 13 日㈬ ５月 25 日㈬ ７月 13 日㈬ ８月 24 日㈬ 10 月 12 日㈬

11 月 23 日 ㈬

は勤労感謝の

日のためバス

の運行は休み
第２方面

（柏野、長坂、米、熊倉方面）

第３方面
（鶴生、真船、追原方面）

４月 27 日㈬ ６ 月 ８ 日 ㈬ ７月 27 日㈬ ９月 14 日㈬ 10 月 26 日㈬ ３ 月 ８ 日 ㈬
第４方面

（折口原、川谷方面）

第５方面
（山下、上新田、下新田、
原中、一の又、芝原方面） ５月 11 日㈬ ６月 22 日㈬ ８月 10 日㈬ ９月 28 日㈬ 11 月９日㈬ ３月 22 日㈬

第６方面
（大平、黒川、芝原方面）

バス運行方面 バス運行路線及び時間

第１方面
（虫笠、羽太、間の原方面）

9:10 9:13 9:15 9:20 9:25 9:30 9:35 10:00
真名子公民館 ………… 牛 窪 ………… 虫笠集落センター ………… 上羽太公民館 ………… 森 商 店 ………… 南 バ ス 停 ………… 佐藤クリニック ………… ………… ちゃぽランド

14:55 14:52 14:50 14:45 14:40 14:35 14:25 14:00

第２方面
（柏野、長坂、米、熊倉方面）

10:30 10:35 10:40 10:43 10:45 10:50 10:55 11:20
柏野バス停前 ………… 長坂消防詰所 ………… 小 針 商 店 前 ………… 五反歩交差点 ………… 谷地中バス停前 ………… 下熊倉バス停前 ………… 熊 倉 公 民 館 ………… ………… ちゃぽランド

16:10 16:05 16:00 15:57 15:55 15:50 15:45 15:20

第３方面
（鶴生、真船、追原方面）

9:10 9:15 9:20 9:30 9:33 9:35 9:40 9:45 10:00
段 の 原 ………… 高助バス停前 ………… 鶴生上バス停前 ………… 真船墓地前交差点 ………… 菊 地 商 店 ………… 吉 野 屋 商 店 ………… 追 原 公 民 館 ………… 自 衛 隊 入 口 ………… ちゃぽランド

14:50 14:45 14:40 14:30 14:27 14:25 14:20 14:15 14:00

第４方面
（折口原、川谷方面）

10:30 10:33 10:36 10:40 10:43 10:45 10:55 11:05 11:25
熊 倉 小 学 校 ………… 元森下商店前 ………… コ メ リ 前 ………… 元リカーショップ相馬 ………… 東高山分譲地 ………… 折口原駐在所前 ………… 報 徳 組 合 前 ………… 由井ヶ原バス停前 ………… ちゃぽランド

16:10 16:07 16:04 16:00 15:57 15:55 15:45 15:35 15:20

第５方面
（山下、上新田、下新田、
原中、一の又、芝原方面）

9:10 9:15 9:20 9:25 9:30 9:35 9:40 9:45 10:00
山下消防詰所 ………… 上新田集会所 ………… 東 邦 銀 行 

新白河支店前
………… 小田倉児童館前 ………… さわや商店前 ………… 西 二 中 ………… 一の又公民館 ………… 芝 原 公 民 館 ………… ちゃぽランド

14:50 14:45 14:40 14:35 14:30 14:25 14:20 14:15 14:00

第６方面
（大平、黒川、芝原方面）

10:30 10:35 10:40 10:45 10:50 10:55 11:00 11:05 11:20
大平石井食堂前 ………… 大清水集会所 ………… 黒 川 公 民 館 ………… 稗 返 バ ス 停 ………… 柳 沢 バ ス 停 ………… 赤 坂 バ ス 停 ………… 口 無 バ ス 停 ………… 四ッ門高原駐在 ………… ちゃぽランド

16:10 16:05 16:00 15:55 15:50 15:45 15:40 15:35 15:20

上段時間：迎えの時間　下段時間：帰りの時間平成 17 年度「ちゃぽランド西郷」高齢者無料送迎バス運行表

健康推進課（地域福祉係）

《保健福祉センター内》
☎ 25-3910

高 齢 者 無 料 送 迎
バ ス 予 約 担 当 課

歴
史
あ
る
温
泉
に
ぜ
ひ
家
族
で

　
　
　
　
　
　
　
　

入
っ
て
み
て
く
だ
さ
い

１日入浴 ５時以降

12 歳以上 600 円 400 円

３歳以上
12 歳未満

300 円 200 円

●入浴利用料金

２時間当たり
８畳 600 円

10 畳 800 円

12 畳 1,000 円

●個室利用料金

　

こ
の
温
泉
は
、
至
徳
元
年

（
一
三
八
四
）
甲
子
（
き
の
え
ね
）
の

年
に
鶴
生
の
班
宗
寺
を
聞
い
た
州
安
和

尚
が
夢
の
お
告
げ
に
よ
っ
て
発
見
し
た

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

江
戸
時
代
に
旧
蒲
生
家
の
家
臣
で

あ
っ
た
菊
池
基
吉
が
、
鉄
砲
で
撃
た
れ

た
猿
が
湯
気
の
立
つ
泉
で
傷
を
洗
っ
て

い
る
の
を
見
て
再
び
発
見
し
、
基
吉
の

子
将
監
が
、
時
の
白
河
藩
主
丹
羽
長
重

公
に
温
泉
を
開
く
事
を
願
い
出
、
以
来

広
く
湯
治
場
と
し
て
に
ぎ
わ
う
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
江
戸
時
代
中
期
の
白
河

藩
主
松
平
定
信
公
は
甲
子
の
風
光
と
温

泉
を
愛
し
、
度
々
訪
れ
、
現
在
村
の
指

定
文
化
財
と
な
っ
て
い
る
勝
花
亭
は
湯

治
の
際
の
休
憩
所
で
し
た
。

　

勝
花
亭
の
脇
に
は
同
じ
く
指
定
文
化

財
の
甲
子
山
大
黒
天
が
あ
り
、
石
碑
上

部
に
定
信
公
が
「
甲
子
山
大
黒
天
霊
験

垂
跡
之
記
」
と
記
し
、
中
央
に
谷
文
晁

に
よ
っ
て
描
か
れ
た
大
黒
天
が
あ
り
、

温
泉
の
効
能
も
大
黒
天
の
霊
験
に
よ
る

も
の
と
し
て
信
仰
さ
れ
て
い
ま
す
。　

温
泉
の
泉
質
は
単
純
温
泉
で
、
泉
温

四
十
六
度
で
毎
分
千
四
百
㍑
の
湧
出
量

を
誇
っ
て
い
ま
す
。
効
能
は
、神
経
痛
、

筋
肉
痛
、
慢
性
消
化
器
病
、
痔
疾
、
疲

労
回
復
等
に
効
果
が
あ
り
ま
す
。

　

家
族
で
自
然
の
恵
み
で
あ
る
温
泉
を

利
用
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　

昨
年
の
広
報
十
二
月
号
に
は
、
ち
ゃ

ぽ
ラ
ン
ド
西
郷
無
料
入
浴
ク
ー
ポ
ン

（
入
湯
税
別
）
が
添
付
さ
れ
て
い
ま
す

の
で
、
ど
ん
ど
ん
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　

ち
ゃ
ぽ
ラ
ン
ド
西
郷
で
は
、
村
内
に
お
住
ま
い
の
満

七
〇
歳
以
上
の
方
々
の
健
康
増
進
を
目
的
に
、
定
休
日

（
毎
週
木
曜
日
）
を
除
く
全
営
業
日
で
「
高
齢
者
無
料

開
放
事
業
」を
実
施
し
て
い
ま
す
。
ご
来
館
の
際
に
は
、

高
齢
者
無
料
証
明
書
を
必
ず
ご
持
参
く
だ
さ
い
。
証
明

書
の
発
行
は
、
健
康
推
進
課
で
手
続
き
で
き
ま
す
。
た

だ
し
、
入
湯
税
百
円
は
別
途
か
か
り
ま
す
。

　

ま
た
、
健
康
推
進
課
で
は
、
下
記
の
と
お
り
第
２
・

第
４
水
曜
日
に
無
料
送
迎
バ
ス
を
運
行
し
て
い
ま
す
。

バ
ス
の
定
員
は
二
十
七
人
で
す
。
お
電
話
に
よ
る
予
約

先
着
順
で
す
の
で
、
運
行
前
日
の
正
午
ま
で
に
、
健
康

推
進
課　

地
域
福
祉
係
ま
で
ご
予
約
く
だ
さ
い
。

平成 18 年

平成 18 年
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　西郷第一中学校では、学校等に不審者が侵入

した場合を想定した対応訓練を実施しました。

　訓練では、不審者等を撃退するため直接触

れなくても取り押さえる事のできるネットラン

チャーを使用し不審者を確保する実技が行われ

ました。また、地域安全活動推進員や子供安全

見守り隊との連絡体制の確認も行われました。

　音楽鑑賞会が、郡山市の安積黎明高校と白河第一小
学校の合唱部を迎えて行われました。村内の小中学校
の合唱や黎明高校の全国レベルのすばらしい歌声に圧
倒され会場は静まりかえりました。
　最後は、全員で「源流の里」を合唱し交流を深めま
した。

　米小学校で、シイタケなどのキノコ植菌体験活動

を行いました。

　3 ～ 6 年生の約 100 名がキノコ生産農家や県南

農林事務所員などの指導を受けながら、ドリルでた

くさん穴を開けた丸太に菌を混ぜた小さな種を金づ

ちを使って打ち込みました。来年の秋ごろにキノコ

が出てくるのを今から楽しみにしていました。

    　第 32 回村民スキー・スノーボード大会が、グ

ランディ羽鳥湖スキーリゾートで行われました。

　小学校低学年から一般の部まで計 27 名が参加

し、開会式では、鈴木雄大くんが選手宣誓を行い

ました。参加者は、日ごろの練習の成果を十分に

発揮しようと白銀のゲレンデにシュプールを描い

ていました。

　結果は、総合優勝男子の部で白岩陽一さん、女

子の部で深沢真理さんがそれぞれ優勝しました。

　今年の新春の初釜の茶会が村文化センターで行

われました。

　会を主催した西郷村茶道会では、新春のお茶を

楽しんでもらおうと毎年開催しています。村長や

教育長を招待し、また文化センターを訪れた方に

もお茶を振る舞いました。

　参加者は、茶道会員の手ほどきを受けながらお

茶の味と香りを楽しみました。

　村立西郷幼稚園では、節分の豆まきが行われま

した。懸命に声をそろえて「鬼はそと、福はうち」

と豆をなげる子どもに、手作りのお面を被り鬼に

ふんした先生もたじたじの様子でした。

　また、自慢の鬼面をかぶった友達を元気いっ

ぱいに追いかけ、新春の邪気も払われたようでし

た。
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鶴
生
地
区
公
民
館
の
敷
地
内
に
諏
訪
神
社
が
鎮

座
し
て
い
ま
す
。

『
白
河
風
土
記
』
で
は
東
福
寺
と
い
う
お
寺
の
境

内
に
鶴
生
村
の
鎮
守
と
し
て
祀
ら
れ
た
諏
訪
明

神
社
の
名
前
が
あ
り
ま
す
。
東
福
寺
は
同
書
に

よ
る
と
、
は
じ
め
有
名
な
お
寺
で
し
た
が
、
一

度
廃
れ
て
し
ま
い
、
応
永
年
間
（
一
三
九
四
〜

一
四
二
八
）
に
鏡
範
と
い
う
僧
に
よ
り
再
興
さ
れ

た
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。
東
福
寺
の
本
尊
は
青
銅

製
の
薬
師
如
来
像
と
弘
法
大
師
作
と
い
わ
れ
る
木

造
の
観
世
音
像
で
縁
日
の
四
月
八
日
に
は
穴
薬
師

の
石
窟
内
に
祀
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
東
福
寺
は
明

治
維
新
後
廃
寺
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
穴

薬
師
で
は
現
在
で
も
、
四
月
八
日
に
班
宗
寺
の
仏

像
を
祀
り
縁
日
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

諏
訪
神
社
や
東
福
寺
は
い
つ
頃
建
て
ら
れ
た
か

は
不
明
で
す
が
、
古
文
書
に
鶴
生
と
い
う
地
名
が

出
現
す
る
の
は
、文
保
二
年
（
一
三
一
八
）
の
『
関

東
下
知
状
』で
、「
葉
太（
羽
太
）」郷
と
と
も
に「
釣

尾
（
鶴
生
）」
村
と
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
こ

の
年
以
前
に
は
鶴
生
に
集
落
が
営
ま
れ
て
い
た
こ

と
に
な
り
、
寺
社
と
も
に
こ
の
頃
建
て
ら
れ
た
の

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
「
あ
の
ー
。
お
忙
し
い
と
こ
ろ
す
み

ま
せ
ん
。
２
，
３
分
で
結
構
で
す
の
で

ア
ン
ケ
ー
ト
に
答
え
て
い
た
だ
き
た
い

の
で
す
が
�
ご
協
力
く
だ
さ
い
。」

「
い
い
で
す
よ
。」
こ
の
な
に
げ
な
い
ア

ン
ケ
ー
ト
が
と
ん
で
も
な
い
こ
と
に
な

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

ア
ン
ケ
ー
ト
商
法

騙
し
の
テ
ク
ニ
ッ
ク

　

私
た
ち
は
、
普
段
、
暮
ら
し
の

中
で
、
特
に
意
識
す
る
こ
と
な
く
手

足
を
動
か
し
て
、
生
活
に
必
要
な
動

作
、
つ
ま
り
料
理
・
洗
濯
・
掃
除
な

ど
の
家
事
を
こ
な
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
加
齢
と
と
も
に
筋
力
が

衰
え
て
き
た
り
、
あ
る
い
は
一
人
暮

ら
し
の
た
め
に
家
事
が
思
う
よ
う
に

で
き
な
く
な
っ
て
き
た
と
感
じ
る
こ

と
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
体
力
や
身

体
能
力
の
低
下
を
防
ぎ
、
介
護
状
態

に
な
ら
ず
に
、
高
齢
者
が
自
立
し
て

生
活
す
る
こ
と
は
と
て
も
大
切
な
こ

と
で
す
。

　

村
で
は
、
介
護
認
定
を
受
け
て
い

な
い
65
歳
以
上
の
方
を
対
象
に
、
日

常
生
活
に
必
要
な
動
作
訓
練
教
室
を

開
催
し
て
、
自
立
や
人
と
の
交
流
を

支
援
し
て
い
ま
す
。

  

詳
し
く
は
、
地
区
在
宅
介
護
支
援

セ
ン
タ
ー
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

「日常生活関連動作訓練事業」

■問合せ──
　健康推進課 地域福祉係（保健福祉センター内）

　　☎25-3910　�suishin@vill.nishigo.fukushima.jp

ア
ド
バ
イ
ス

だ
ま
さ
れ
な
い

悪
徳
商
法

も  

う

問合せ
●商工観光課
●福島県消費生活センター
☎ 024-521-0999

シリーズ⑫─

シリーズ⑫

　

下
新
田
地
区
の
子
安
観

世
音
堂
で
村
の
文
化
財
を

守
る
、
文
化
財
防
火
訓
練

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

午
前
九
時
に
お
堂
か
ら

出
火
し
、
そ
れ
を
住
民
が

発
見
、
火
事
ぶ
れ
を
す
る

と
と
も
に
白
河
消
防
署
西
郷
分
署
に
通
報
し
、
地
元
消
防
団
が
消

火
に
あ
た
る
訓
練
で
し
た
。

　

今
回
は
、
観
世
音
堂
か
ら
重
要
物
品
を
持
ち
出
す
訓
練
も
行
わ

れ
ま
し
た
。
文
化
財
に
は
、
歴
史
的
に
貴
重
な
資
料
や
物
品
が
数

多
く
あ
り
、
そ
れ
ら
を
火
災
な
ど
で
焼
失
し
な
い
で
被
害
を
最
小

限
に
食
い
止
め
る
こ
と
も
文
化
財
を
守
る
一
つ
の
方
法
で
す
。

　

訓
練
終
了
後
に
、
家
庭
で
も
役
立
つ
油
火
災
を
想
定
し
た
消
火

器
に
よ
る
初
期
消
火
講
習
会
が
あ
り
ま
し
た
。
家
庭
で
一
番
火
を

扱
う
機
会
の
多
い
主
婦
の
方
々
に
参
加
し
て
も
ら
い
、
消
火
器
の

扱
い
方
や
消
火
の
手
順
な
ど
消
防
署
員
の
指
導
を
受
け
実
際
に
消

火
体
験
を
し
ま
し
た
。

　

消
火
器
は
、
家
庭
で
も
使
え

る
手
軽
な
も
の
で
す
。
そ
し
て

初
期
消
火
に
は
大
変
に
有
効
な

道
具
と
な
り
ま
す
。
参
加
者
た

ち
は
、
火
災
の
発
生
し
や
す
い

時
期
で
も
あ
り
真
剣
に
講
習
に

取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。 村

の
文
化
財
を
守
れ

「
諏
訪
神
社
」

第
６
回

○村基幹在宅介護支援センター
　☎ 25-5121

○北部地区在宅介護支援センター
　☎ 48-0903

○中部地区在宅介護支援センター
　☎ 48-0180

○南部地区在宅介護支援センター
　☎ 48-0688
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ペ
イ
オ
フ
解
禁

　

平
成
17
年
４
月
以
降
は
、
当
座
預
金
や

利
息
の
つ
か
な
い
普
通
預
金
は
「
決
済
用

預
金
」（
※
）
と
し
て
全
額
保
護
さ
れ
、

定
期
預
金
・
利
息
の
つ
く
普
通
預
金
な
ど

は
、
一
金
融
機
関
に
つ
き
預
金
者
一
人
当

た
り
、
元
本
一
千
万
円
ま
で
と
そ
の
利
息

が
保
護
さ
れ
ま
す
。
具
体
的
に
ど
の
預
金

が
「
決
済
用
預
金
」
に
該
当
す
る
か
等
の

詳
細
は
、
金
融
機
関
の
窓
口
等
に
お
問
い

合
わ
せ
下
さ
い
。

※
決
済
用
預
金
は
、「
無
利
息
、
要
求
払

い
、
決
済
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
る
こ

と
」
と
い
う
三
要
件
を
満
た
す
も
の
で

す
。　

■
問
合
せ　

福
島
財
務
事
務
所
総
務
課

　

☎
０
２
４
｜
５
３
５
｜
０
３
０
１

下
水
道
排
水
設
備
工
事
指
定
店
」

新
規
登
録
申
請
受
付

●
対
象
者

　

村
内
で
、
下
水
道
排
水
設
備
工
事
（
個       

　

人
か
ら
の
依
頼
工
事
）
を
施
工
し
た
い

　

方
で
、
県
内
に
営
業
所
を
有
し
、
１
名

　

以
上
の
専
属
の
責
任
技
術
者
（
福
島
県

　

下
水
道
排
水
設
備
工
事
責
任
技
術
者
）

　

を
常
置
し
、
工
事
に
必
要
な
設
備
及
び

　

機
材
を
有
す
る
者
。

●
申
請
受
付
期
間

　

３
月
4
日
㈮
〜
３
月
15
日
㈫

　

※
た
だ
し
、
土
・
日
曜
日
は
除
き
ま
す
。

●
申
込
み
方
法

　

下
水
道
課
に
備
え
て
あ
る
申
請
書
に
、           

　

必
要
書
類
を
添
付
し
申
請
し
て
く
だ
さ    

　

い
。

■
問
合
せ　

下
水
道
課

浄
化
槽
の
設
置
者
の
皆
さ
ま
へ

　

浄
化
槽
は
、
し
尿
及
び
生
活
雑
排
水
を

処
理
す
る
装
置
で
、
河
川
の
浄
化
、
生
活

環
境
の
保
全
及
び
公
衆
衛
生
の
向
上
に
寄

与
し
ま
す
。

▼
法
第
７
条
検
査
の
受
検　

使
用
開
始
後

　

６
ヶ
月
経
過
後
に
、
初
期
の
機
能
が
発

　

揮
さ
れ
て
い
る
か
否
か
を
確
認
す
る
検

　

査
▼
法
第
８
条
の
保
守
点
検　

浄
化
槽
の
正

　

常
な
機
能
を
維
持
す
る
た
め
の
点
検

▼
法
第
９
条
の
清
掃　

浄
化
槽
の
正
常
な

　

機
能
を
維
持
す
る
た
め
の
措
置

各課直通電話番号

●歯科医　休日当番日
 3. 6 白河歯科クリニック（白河市）☎ 22-7133
  3.13 和 田 歯 科 医 院（矢吹町）☎ 44-4180
  3.20 内藤歯科クリニック（白河市）☎ 22-7252
  3.21 国 井 歯 科 医 院（西郷村）☎ 31-2580
  3.27 吉田歯科クリニック（中島村）☎ 51-1661

●今月の納税

国民健康保険税（９　期）
介 護 保 険 料（９　期）

3 月 31 日（木）までにお納めください。
※納税は便利な口座振替で

課局室名 電話番号 課局室名 電話番号
総 務 課 25-1112 企 画 調 整 課 25-2943
税 務 課 25-1113 下  水  道  課 25-2912
住民生活課（住　   　民） 25-1114 会 計 室 25-2934

（防災交通・生活環境） 25-2197 議 会 事 務 局 25-2980
行政サービスセンター 31-2237 農業委員会事務局 25-2946
健康推進課（保健・国保） 25-1115 西郷村土地改良区 25-1116

（地域福祉・介護保険） 25-3910 学 校 教 育 課 25-2370
在宅介護支援センター 25-5121 学校給食センター 25-1256
商 工 観 光 課 25-2910 生 涯 学 習 課 25-2371
農 政 課 25-1116 水 道 事 業 所 25-2962

建 設 課
25-1117
25-1118 代 表 25-1111

　

予
約
は
お
早
め
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

②
引
越
は
下
見
（
有
料
）、見
積
り
（
無

　

料
）

　

を
的
確
に
行
う
こ
と
が
重
要
で
す
。
ト

　

ラ
ブ
ル
防
止
の
た
め
に
も
必
ず
事
前
に

　

見
積
り
等
を
し
て
も
ら
い
、
運
賃
や
サ

　

ー
ビ
ス
の
内
容
な
ど
に
つ
い
て
よ
く
打

　

ち
合
わ
せ
を
し
ま
し
ょ
う
。

■
問
合
せ　

福
島
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
本
部

　

☎
０
２
４―

５
５
８―

７
７
５
５

　

℻
０
２
４―

５
５
８―

７
７
３
１

　

�http://w
w
w
.dpc-w

eb.com

　

/custom
ers/fukutra/

就
職
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
土
曜
窓
口

　

県
と
白
河
市
が
共
同
で
、
若
年
者
等
の

求
職
者
に
対
し
て
、
専
門
の
相
談
員
が
き

め
細
や
か
な
キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

を
行
い
、
就
職
活
動
を
支
援
す
る
「
就
職

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
」
の
土
曜
窓
口
（
無

料
）
を
開
設
し
て
お
り
ま
す
。
就
職
等
で

お
困
り
の
方
は
是
非
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●
日
時　

毎
週
土
曜
日
の
10
時
〜
19
時

●
場
所　

マ
イ
タ
ウ
ン
白
河
（
白
河
市
本

　

町
２
）　

２
階
相
談
室

●
内
容　

就
職
相
談
、
キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン

　

セ
リ
ン
グ
、
履
歴
書
の
書
き
方
・
面
接

　

の
受
け
方
の
助
言
等

■
問
合
せ　

　

☎
０
９
０
｜
７
８
０
０
｜
０
０
０
３

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

「
心
の
教
育
講
演
会
」

　
　
　

家
庭
教
育
支
援
総
合
推
進
事
業　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

●
日
時　

２
月
27
日
㈰　

13
時
15
分
よ
り

●
場
所　

西
郷
村
商
工
会
館
２
階
会
議
室

●
入
場
料　

無
料

●
講
師　

喜
多
方
市
熊
倉
公
民
館
長　
　

　

山
本　

佑
一
郎
先
生　

●
演
題　

両
親
参
加
の
子
育
て
講
座

　
【
こ
こ
ろ
豊
か
な
子
ど
も
を
育
て
る
た

　

め
に
〜
父
と
し
て
、
母
と
し
て
〜
】　

■
問
合
せ　

生
涯
学
習
課

　
親
子
名
作
劇
場　
　
　
　
　
　
　
　

　
　●

日
時　

３
月
12
日
㈯

　

１
回
目
上
映　

10
時
〜

　

２
回
目
上
映　

13
時
30
分
〜　
　
　
　

●
場
所　

西
郷
村
文
化
セ
ン
タ
ー　
　
　

●
上
映
映
画　

　
「
映
画　

犬
夜
叉　

紅
蓮
の
蓬
莱
島
」

　
「
劇
場
版　

と
っ
と
こ
ハ
ム
太
郎　

ハ

　

ム
太
郎
と
ふ
し
ぎ
の
オ
ニ
の
絵
本
塔
」

●
入
場
料　

　

前
売
り
小
学
生
以
上　

５
０
０
円

　

当
日
小
学
生
以
上　

７
０
０
円

■
問
合
せ　

生
涯
学
習
課　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

劇
団
風
の
子
東
北
公
演

●
演
劇
名　

い
っ
ぺ
え
あ
っ
か
ら
し
（
会

　

津
地
方
の
方
言
で
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す

　

よ
の
意
味
）

●
日
時　

３
月
26
日
㈯　

２
時
30
分
開
演

●
場
所　

西
郷
村
文
化
セ
ン
タ
ー

●
料
金　

小
学
生
以
上
前
売
り
５
０
０
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

当
日
８
０
０
円

■
問
合
せ　
　

生
涯
学
習
課

村
営
住
宅
の
入
居
者
募
集

　

村
営
住
宅
の
入
居
者
を
募
集
し
ま
す
の

で
、
入
居
希
望
者
は
条
件
等
を
確
認
の
う

え
期
日
ま
で
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

●
募
集
期
間　

平
成
17
年
３
月
１
日
㈫　

　
　
　
　
　
　

〜
平
成
17
年
３
月
15
日
㈫

●
入
居
抽
選
日　

平
成
17
年
３
月
22
日
㈫

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

10
時
よ
り

●
募
集
団
地　

　

①
西
郷
村
大
字
熊
倉
字
内
山
118　

　

村
営
折
口
原
団
地　

２
世
帯

　

②
西
郷
村
大
字
羽
太
字
菌
番
１―

６

　

村
営
新
羽
太
団
地　

１
世
帯

■
問
合
せ　

建
設
課　

▼
法
11
条
検
査
の
受
検

　

定
期
的
に
毎
年
１
回
の
浄
化
槽
の
機
能

　

が
維
持
さ
れ
て
い
る
か
否
か
を
確
認
す

　

る
検
査

■
問
合
せ　

住
民
生
活
課　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

引
越
相
談
所

　

引
越
シ
ー
ズ
ン
の
ピ
ー
ク
と
な
る
３

月
、
４
月
の
２
ヶ
月
間
、
ト
ラ
ッ
ク
事
業

者
の
団
体
で
あ
る
福
島
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会

で
は
、
県
内
６
ヶ
所
で
「
引
越
相
談
所
」

を
開
設
し
、
電
話
な
ど
に
よ
る
引
越
等
の

相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

　

緑
ナ
ン
バ
ー
の
ト
ラ
ッ
ク
を
利
用
し
て

の
引
越
や
、
引
越
に
伴
う
種
々
の
サ
ー
ビ

ス
に
つ
い
て
お
困
り
の
こ
と
が
あ
り
ま
し

た
ら
、
最
寄
り
の
「
相
談
所
」
へ
ご
相
談

下
さ
い
。

●
相
談
時
間
帯　

　

電
話
で
の
相
談
は
、
土
・
日
・
祭
日
を

　

除
く
月
曜
日
か
ら
金
曜
日
ま
で
の
９
時

　

か
ら
16
時
ま
で
、
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
は
終

　

日
で
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。

●
参
考
事
項　

　

①
３
月
・
４
月
は
引
越
シ
ー
ズ
ン
の
ピ

　

ー
ク
で
す
。
緑
ナ
ン
バ
ー
ト
ラ
ッ
ク
の

●小児科医　休日当番日（白河地区）
 3. 6 関 医 院（白河市）☎ 23-3003
  3.13 関 根 医 院（白河市）☎ 27-3060
  3.20 樋口小児クリニック（矢吹町）☎ 42-2040
  3.21 みうら小児クリニック（白河市）☎ 28-1001
  3.27 おかざきクリニック（白河市）☎ 23-2551

●内科医　休日当番日（白河地区）
 3. 6 すずき内科クリニック（白河市）☎ 24-4114
  3.13 関 根 医 院（白河市）☎ 27-3060
  3.20 ニューロクリニック（西郷村）☎ 24-4111
  3.21 野村貫成堂クリニック（白河市）☎ 23-3071
  3.27 穂 積 医 院（白河市）☎ 22-5101

※電話案内　しらかわ救急情報センター　☎ 23-9909
（看護師が電話にて当番医の紹介や当番医以外の専門医等の紹介や
場所の案内をします。）
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記
ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ　

総
務
省　

東
北
総
合
通
信
局

　

電
気
通
信
事
業
課

　

☎
０
２
２
｜
２
２
１
｜
０
６
２
８

　

℻
０
２
２
｜
２
２
１
｜
０
６
１
３　

予
備
自
衛
官
補
募
集

●
募
集
内
容　

①
一
般　

②
技
能

●
対
象　

①
・
②
共
に
自
衛
官
未
経
験
者

●
年
齢　

①
18
歳
以
上
34
歳
未
満

　
　
　
　

②
18
歳
以
上
、
保
有
す
る
技
能

　
　
　
　
　

に
応
じ
53
〜
55
歳
未
満

●
受
付
期
間　

①
・
②
共
に
前
期
１
月
上

　

旬
〜
４
月
上
旬
／
後
期
７
月
下
旬
〜
10

　

月
中
旬
（
前
期
採
用
に
応
じ
実
施
す
る
）

●
試
験
場　

①
各
都
道
府
県
ご
と

　
　
　
　
　

②
仙
台
市
な
ど
全
国
５
ヶ
所

■
問
合
せ　

防
衛
庁

　

☎
０
３―

３
２
６
８―

３
１
１
１

　

�http://w
w
w
.jda.go.jp

　

地
方
連
絡
部　

福
島

　

☎
０
２
４―

５
４
６―

１
９
２
０

　

�http://w
w
w
.fukushim

a.plo.jda.go.jp

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

餅
つ
き
de
国
際
交
流

日
本
の
伝
統
行
事
を
通
じ
、
様
々
な
国
の

方
々
と
国
際
交
流
を
行
い
ま
す
。

●
日
時　

３
月
20
日
㈰

　

９
時
50
分
ま
で
に
西
郷
村
文
化
セ
ン
タ
ー

　

に
集
合
し
て
く
だ
さ
い
。

●
場
所　

那
須
甲
子
少
年
自
然
の
家

●
定
員　

先
着
50
名　

締
切
３
月
11
日
㈮

●
参
加
料　

小
学
生
以
上　

一
人
５
０
０
円

●
申
込
み　

参
加
料
を
添
え
て
、
西
郷
村

　

文
化
セ
ン
タ
ー
へ　

■
問
合
せ　
　

生
涯
学
習
課　

第
29
回
ち
び
っ
こ
探
検
学
校

　

こ
の
事
業
は
、
沖
縄
に
近
い
南
の
島
、

与
論
島
の
青
い
海
と
美
し
い
自
然
の
中
で

仲
間
と
助
け
合
う
楽
し
さ
を
知
り
、
在
日

外
国
人
小
学
生
と
活
動
・
生
活
を
共
に
す

る
こ
と
で
言
語
や
習
慣
を
越
え
て
友
情
を

深
め
、
国
際
感
覚
を
身
に
付
け
る
第
一
歩

と
す
る
も
の
で
す
。

●
期
間　

平
成
17
年
３
月
27
日
㈰
〜
４
月

　

２
日
㈯　

６
泊
７
日

●
場
所　

鹿
児
島
県
大
島
郡
与
論
町

●
定
員　

小
学
生　

４
０
０
名
（
小
学
２

　

年
生
〜
６
年
生
外
国
人
小
学
生
も
含
む
）

●
締
切
り　

平
成
17
年
３
月
７
日
㈪

　
（
申
込
み
先
着
順
）

　

※
資
料
請
求
・
申
込
み
は
左
記
ま
で

■
問
合
せ　

財
団
法
人
国
際
青
少
年
研
修

　

協
会

　

☎
０
３―

３
３
５
９―

８
４
２
１

　

℻
０
３―

３
３
５
４―

２
２
０
７

　

�http://w
w
w
.kskk.or.jp

　

�㏌
fo@
kskk.or.jp

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

電
気
通
信
サ
ー
ビ
ス
モ
ニ
タ
ー
募
集

　

電
気
通
信
サ
ー
ビ
ス
モ
ニ
タ
ー
制
度

は
、
モ
ニ
タ
ー
に
対
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
の

実
施
や
モ
ニ
タ
ー
会
議
を
通
じ
て
、
電
気

通
信
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
意
見
や
要
望
を

幅
広
く
頂
き
、
情
報
通
信
行
政
に
反
映
さ

せ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
実
施
す
る
も
の

で
す
。

●
応
募
資
格　

電
話
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト    

　

等
の
電
気
通
信
サ
ー
ビ
ス
に
関
心
の
あ

　

る
満
20
歳
以
上
の
方
で
、
左
記
の
「
活

　

動
内
容
」
を
行
う
こ
と
が
可
能
な
方
。

　
（
た
だ
し
、
総
務
省
及
び
電
気
通
信
事

　

業
者
に
勤
務
経
験
が
あ
る
方
と
そ
の
方

　

の
ご
家
族
を
除
く
）

●
活
動
内
容　

　

①
総
務
省
が
実
施
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調

　

査
へ
の
回
答
（
年
２
回
実
施
予
定
）

　

②
各
地
域
で
開
催
す
る
モ
ニ
タ
ー
会
議

　

へ
の
出
席
（
年
１
回
開
催
予
定
、
別
途

　

出
席
を
お
願
い
す
る
方
）

●
委
嘱
期
間　

平
成
17
年
４
月
１
日
か
ら

　

平
成
18
年
３
月
31
日
ま
で
の
１
年
間

●
募
集
人
数　

東
北
管
内
で
120
名
（
全
国

　

で
１
、０
０
０
名
程
度
）
※
選
考
あ
り

●
応
募
方
法　

ハ
ガ
キ
又
は
Ｆ
Ａ
Ｘ

　

※
詳
し
い
応
募
方
法
は
配
布
中
の
リ
ー

　

フ
レ
ッ
ト
を
参
照
す
る
か
、
ま
た
は
左

◎
西
郷
村
に
寄
付
さ
れ
た
方
々
を
ご
紹
介

し
ま
す
。

▼
日
本
中
央
競
馬
会
福
島
競
馬
場　
　
　

　
（
十
二
月
二
十
日
、
教
育
振
興
の
た
め
）

　
　

ポ
ス
タ
ー
プ
リ
ン
タ
ー　

一
台

▼
真
船
秀
典
さ
ん　
　
　
　
　
【
真
船
】

　
（
一
月
二
十
六
日
、
故
真
船
武
氏
の
遺

志
と
し
て
、
環
境
対
策
事
業
の
た
め
）　

　

一
〇
〇
、〇
〇
〇
円

▼
高
橋
廣
志
さ
ん　
　
　
　
　
【
折
口
原
】

　
（
二
月
四
日
、
故
高
橋
政
子
氏
の
遺
志

と
し
て
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興
事
業
の
た
め
）

　
　

一
〇
〇
、〇
〇
〇
円

▼
友
声
歌
謡
教
室　
　
　

　
（
二
月
十
五
日
、
教
育
振
興
の
た
め
）　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

五
〇
、〇
〇
〇
円
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日 月 火 水 木 金 土
1
春季全国火災予防
運動（～ 7日）

2
パパとママの子育
て講座（２ヵ月児）
（9:30 保健福祉セ
ンター）

3 4 5
転倒骨折予防教室
（14:00 農民研修セ
ンター）

6
火 災 防 御 訓 練
（8:30 羽太グリー
ンタウン・椙山・
上新田地内）
健康ウォーキング
指導者養成講習会
（13:30文化センター）

7 8 9 10
12 ～ 13 ヵ月児健
康相談（9:30 保健
福祉センター）
心配ごと相談会
（13:00 高齢者生活
支援センター）
母子手帳交付・健
康相談（13:00 保
健福祉センター）

11
村立中学校卒業式
（村内中小学校）

12
ふるさと探検隊
（10:00文化センター）
親 子 名 作 劇 場
（10:00・13:30 文
化センター）

13 14 15 16
個 別 健 康 教 育
（9:30 保健福祉セ
ンター）

17
４ヵ月児健康診査
（13:00 保健福祉セ
ンター）

18
村内幼稚園卒園式
（村内各幼稚園）

19

20春分の日
餅つき de 国際交
流（10:00 那須甲
子少年自然の家）

21 22
ツベルクリン反応
（予約制）（13:00
保健福祉センター）

23
村立小学校卒業式
（村内各小学校）
歯科クリニック
（幼児 13:00、６才
児 13:45 保健福祉
センター）

24
母子手帳交付・健
康相談（13:00 保
健福祉センター）
BCG（3/22 ツ反接
種者）（13:00 保健
福祉センター）

25
心配ごと特別相談
会（13:00 高 齢 者
生活支援センター）

26
村立保育園卒園式
（各保育園）
劇団風の子公演
「いっぺいあっか
らし」（14:30 文化
センター）

27
健康ウォーキング
指導者養成講習会
（13:30文化センター）

28
行政相談所（13:30
文化センター）

29 30 31
村立小中学校教職
員離任式（村内各
小中学校）

2005 年 3 月
March行事
レカ ンダー

●今月の顔────
１才６ヵ月児健康診査・３才児健康診査

に来ていた子どもたちです。

★県南地域の主な行事です (NPO 法人カルチャーネットワーク提供）

・3/5　室内サッカー大会 in 中島（中島村体育センター 9:30）
・3/5 ～ 27　錦帯橋平成の架け替え写真展（矢吹町ふる
さとの森芸術村 9:00 月祝翌（休））

・3/6　あそびの学校「飛ばして遊ぼうグライダー」（ジャ
スコ白河西郷店 13:00 受付）

・3/10　おひざにだっこのおはなし会（東村図書館 10:30）

・3/13　表郷ボランティア交流フェスティバル「ふれあい
春まつり」（表郷村多目的研修センター周辺 9:30）

・3/19　「スウィング・ガールズ」上映会（白河市文化セ
ンター 14:00、18:30）

・3/27　第５回春よ来い恋踊りた～い（ベイシア白河店駐
車場 10:00）



　

夏
野
菜
の
花
た
ち

　

熱
い
日
ざ
し
と
と
も
に
咲
き
は
じ
め
る

　

黄
色
い
ト
マ
ト
の
花

　

む
ら
さ
き
の
ナ
ス
の
花

　

い
ん
げ
ん
の
白
い
花

　

と
ん
ぼ
や
セ
ミ
も

　

飛
ん
だ
り
鳴
い
た
り
し
て
い
る

　

も
う
す
こ
し
だ
け
あ
つ
い
夏

美
術
担
任
の
佐
藤
純
子
先
生
か
ら
一
言

国
語
担
任
の
榊
原
康
夫
先
生
か
ら
一
言 

国
語
担
任
の
佐
々
木
護
先
生
か
ら
一
言 

人口と世帯数（2月 1日現在）人口 19,437 人（前月比 +25）男 9,755 人（+12）女 9,682 人（+13）世帯数 6,080 戸（+10）

　

早
朝
の
散
歩
道
で
ふ
と
足
を
止
め
た
時
の
風
景

の
よ
う
な
、
親
近
感
と
幻
想
の
入
り
混
じ
っ
た
印

象
を
受
け
ま
し
た
。
作
者
の
感
性
の
豊
か
さ
を
感

じ
ま
す
。

　

夏
の
色
彩
を
華
や
か
に
す
る
花
々
や
小
さ
な
命

に
目
を
留
め
、
過
ぎ
ゆ
く
夏
を
素
直
な
言
葉
で
表

現
し
て
い
ま
す
。

　

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
で
の
忙
し
い
毎
日
の
中
で
も

書
道
に
真
剣
に
取
り
組
む
態
度
は
立
派
で
す
。
志

野
美
さ
ん
の
「
念
願
」
が
叶
う
よ
う
な
力
強
さ
で

す
。

・発行/西郷村　・編集/企画調整課　〒961-8501　福島県西白河郡西郷村大字熊倉字折口原40　☎(0248)25-1111（代表）

・アドレス　  http://www.vill.nishigo.fukushima.jp/　　・E-mail　  kikaku@vill.nishigo.fukushima.jp 古紙配合率 100％再生紙を使用しています。

美
術

詩

書

西
郷
第
二
中
学
校
三
年

　
　
　

田

嶋

咲

子

西
郷
第
二
中
学
校
三
年

　
　
　

小
河
原　

優

西
郷
第
二
中
学
校
一
年

　
　
　

小
貫
志
野
美

（
村
内
の
小
・
中
学
校
の
児
童
や
生
徒
の
み
な
さ
ん
の
作
品
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。）


